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1．本稿の意図  
本稿は．F明治30年岡山県統計年軌の個別工場記載（以下，「工場細別」欄とする）に  
よって，この年の岡山県における工場の存在状況を示し，岡山県の工業の存在形態を一瞥  
しようとするものである。このような，岡山県というひとつの県の，明治30年というひと  
つの年度の工場の帝在状況を示すということの意図を，まずはじめにあきらかにしておこ  
う。   
筆者は，現在，戦前日本資本主義における地方産袈史を一研究課題としており，その一  
環として，戦前期岡山県における産業の発展過程の検討にとりかかっている。このような  
ひとつの府県の産業の発展過程を検討するという府県産業史の課題・方法等については，  
後日これをあきらかにすることとして，とりあえずはつぎのように考えていきたい0多く  
の府県産業史のなかにあって，すぐれた府県産業史のひとつであるr福島県史Jにおける  
近代産業史は，わが国産業を，国営軍事工業およびそれを補完する私的財閥企業からなる  
基軸産業〔および補完的基軸産業〕と，それの発展の基盤とをり，それを支える支柱産業  
とにわけ，福島県の産業はいずれも後者であるとして，日本資本主義の発展の各段階にお  
（1）  
ける福島県の産業構造の推移ということからはじめている。そこに措定されているのは，  
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基軸産業の発展を支えるものとしての各地の在来的諸産業の，そのような構造的連関のも  
とでの展開過程の検討ということであろうが，そのことと，それが県民生活をどのように  
編成していくかということが課題とをるであろう。岡山県近代産業史をこのような視角か  
ら検討していくが，そのひとつとして，岡山県の産業構造の推移の検討を行をいつつある。  
そして，この産業構造の推移はをによりも農業的構成をとる岡山県における工業の発展が  
ヽ 軸となるのであって，したがって，この工業の動向の把捉が課題とをるのである。   
ところで，わが国近代工業の把掘は官庁統計によってなされてきているのであるが，工  
業生産額をも含んだ，ほぼ網羅的な把掘はr明治42年工場統計表』によって，ようやくな  
されているのであって，それ以前にあってはきわめて不十分をのである。それ以前につい  
ていえば，明治21年の『農事調査表Jが農産物・農業生産事情のはかにこの工産物の府県  
別生産額を把掘しており，さらにさかのぼっては明治17年の『府県物産表j 
産高（数量・価額）をも把握しているほかに，工業生産の把捉は，明治17年度分を第1次  
とする r農商務統計表Jにおける「種目別工業調査」においてなされてきているのではあ  
るが，それは比較的少数の工業相目についてのそれにとどまっているのである。このよう  
なをかで，「種目別工業調査」と同じく，明治16年農商務省達第21号「農商務通信規則」  
の「工業通信事項」に規定された「工場表」による把握は，職工10人以上（ただし明治22  
年から26年までは資本金1，000円以上）の工場について府県ごとに調査されるものであっ  
て，それは「種目別工業調査」と同様にr長南務統計表j に記載されているのである。こ  
の「工場表」によってこの時期の工業の動向の検討がなされ得るのであり，また，をされ  
（2）  
てきているのである。   
さて，この岡山県における工業の発展過程を検討するにあたっては，まず，をによりも  
これら中央官庁統計が最も総括的な史料となるのである。r明治42年工場統計表Jにより岡  
山県の工業生産の全貌を把握し得るのであり，それに先立つ時期についてはr農商務統計  
表』によってみることができるのである。しかしこのF農商務統計表Jの記載には，慶庵  
務統計規程の不十分さを反映して多くの不十分を点があり，大きを制約をもつものとなっ  
ている。そして，ミ＝ニよりもそれは府県単位での全県一括での把握であるために，各府県  
の内部に立入った検討を行なうことのできないものとなっているのである。中央官庁統計  
では捕捉されていをい岡山県の実態をより具体的に把握している岡山県の統計書類がその  
ための最大の史料となるのであり，そこから岡山県工業発展に関する多くの資料を得るこ  
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とができるのである。   
ところで，この府県の統計書頬の総括的なものである r府県統計書」の岡山県のそれに  
ついていえば，明治16年度から19年度までは毎年度のF岡山県統計書』があるが，明治20  
年度以後はなく，ついで刊行されるのは『明治30年岡山県統計年報Jである。この間，す  
なわち明治20年から29年までは，㌻岡山県統計書Jの勧業編あるいは産業編にあたる r岡  
山県勧業年軌，『剛山県農商工年報』が刊行されている年もあるが，産業編以外の諸編を  
も含んだものである『岡山県統計書』は刊行されていか1。このようにr明治30年岡山県  
統計年報jは，明治20年代の10ヵ年間の欠落の後の県統計書であり，またこれにはじまr）  
以後毎年刊行される県統計書の最初のものをのである。明治30年という年はわが国の産業  
資本確立期とされる明治30年代の起点の年なのであり，したがって，『明治30年岡山県統  
計年報jは，わが国の産業資本確立期の始点での岡山県の状況を示すものとしての，また  
原始的蓄積期を経たあとの明治20年代の到達点での状況を示すことからくる明治20年代の  
状況を察知し得るものとしての．多様な検討を行い得る総括的を史料としての位置づけが与  
えられるのである。岡山県産業についていえば，日本資本主義の確立期における岡山県産  
業の展開・編成がえの進行する過程を把揺するうえで有効な年度であるといえよう。   
以上が『明治30年岡山県統計年報』によって，明治30年度についての検討を行なう理由  
であるが，この明治30年の工業の状況をエ場の存在状況ということからみていくのは，  
r農商務統計表Jにおける「種目別工業調査」にあたる県統計書の個別工業統計では全工  
業の状況が把捉し得をいからである。府県統計書における工業生産の記載は各府県のそれ  
によって異なり，それによって『農商務統計表一の記載における制約を越え得る可能性を  
もつものであるとはいえ，本来，各府県統計書は「府県統計様式」にもとづいて「農事通  
（3）  
信手続」により農商務省へ報告する事実を記入すべきものであって，個別工業統計は全工  
業種目を捕批し得ず，特定のものの把掘にとどまるとともに，またその項目も各府県によ  
って多様であって，これによって諸産業を同一一の基準で把え，工業発展の状況をみていく  
ことには大きな制約があるのである。同山県の場合も同様である。したがってF農商務統  
計表』におけるもうひとつの統計である「工場表」に対応する『剛山県統計書』における  
「工場」にもとづいた，岡山県の工場の状況，その推移，によって工業発展の状況をみてい  
きたい。しかし r岡山県統計書』における「工場」の記載は，明治35年からは都市別があ  
るが，産業部門・種目別には明治37年からにすぎかゝ。したがって明治30年の状況につい  
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ては「工場細別」欄の集計によって行なわをければならをいのである。ここに「工場細別」  
欄の集計を行なうことになるのであるが，これによって可能なかぎり当時の工場の存在状  
況を示し，これを通じて，この年の工業の存在形態をあきらかにしていきたい。  
2．明治30年の工場の存在状況   
（1）工場の部門別規模別状況   
『明治30年間山県統計年報」における「工場細別」欄の記載はつぎのようにをっている。  
第77 工場   
工場名称 岨紬 別納月   
岡山紡績株式会社工場 綿糸綿布 剛1伸花畑 明治12年11日 4271．210  
中国鉄工株式会社工場 鋳鉄鉄工 〃 内山下 〃 28年3月 110 －  
婁㌔仝ラ杜竺i二鳥 ラムネ ケ 天瀬 〃2締5月 623  
審㌔全ぅ杜∠1二鳥 ヶ 〃 内11J下 〃29年5月 723  
交 殖 館 工 場 横  寸 〃 内山下 〃 27年1月  815  
30年12月30日調  
原   動   力   
蒸汽力   水 力  
拙策力裳痴毒力箕  
持＝ 」．名  
2  95 －   一 同山紡績株式会社  
1 5  －  一 中国鉄工株式会社  
1  3  －  一  山陽ラムネ合資会社  
－  －  －   一 中国ラムネ合資会社  
－  －  －   一 角 南 利 二 郎  
日 光 館 工 場  〃  ク 東田Ir ヶ 26年4月  515  －－  －  －   一 小 山 虎 太 郎  
大久保商会工場 籍  話 〃 内山下 〃 27年4月  8 5  1 10  －   一 大久保岩三郎  
片山 商会 工場  ヶ  ク 船者町 〃 23年3月 18 45  －  －  －   一 片 山 敬 三 郎  
発 生 館 工 場  〃   ケ L之岬】■ 〃16年6月  610  －  －  －   一 河 内 万 太 郎  
磯崎製造所工場 錦莞馨 〃  天瀬 ヶ 21年10月  911 －  －   － 一 機 崎 眠 亀  
伊藤製墓所工場 花  窟 ヶ門Itl屋敷 〃 28年1日  4 30  －－  －一  一   伊 藤 好 良  
（4）   
第1表は，このように記載されている個別工場を部門別種目別に集計したものである。  
部門別分類は比較し得るために明治37年からの工場の部門別集計における分類にしたがっ  
ている。まず，工場数309，職工数19，683人である。309工場のうちの55が原動機を使用す  
る本来の工場であり，蒸汽機関67，その馬力数3，745．5馬九水力機関3，その馬力数27馬  
力である。職工中の男工数は6，426人である。部門別では染織48工場，化学17工場，機械  
器具8工場，飲食物23工場，雑工業197工場．特別16工場となっていて，雑工業が最大で  
ある。職工数は染織10，711人，化学490人，機械器具232人，飲食物526人，雑工業5，593人，  
特別2，131人であり，染織が最大となっている。  
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少しく部門別状況をみておこう。染織部門は48工場，10，711人である。製糸工場21で，  
その職工1，481人，21工場のうち20工場が原動機を使用している。紡績業は絹糸紡績工場  
1，綿糸紡績工場8である。いずれも原動機を使用し，規模も屈も′トさくて職工数236人．  
最大は2，043人である。ここでは機械制大工場が成立している。織物業は絹織物工場1，  
綿織物工場12で，綿織物1工場が原動機を使用しているにすぎか、。職工数は788人であ  
る。そのほかに洋燈心，篠弧線繭が各1工場ずつある。   
機械器具は8工場，232人である。原動機使用は1工場のみで，職工はすべて男工であ  
る。消防ポンプ，鍋釜，鋳物，銑鍬，鉄工である。1工場が職工110人であるが，ほかは  
すべて40人台以下である。   
化学は17工場，490人で，原動機使用のものは3工場である。煉瓦，マッチ各4，弁柄，  
コークス各3，セメント，ガラス，紙各1であるが，その多くが本来は窯業に属するもの  
である。煉瓦の1工場が職工68人であるほかは50人台をいしそれ以下である。   
飲食物は23工場，526人であるが，原動機使用工場は7工場である。煙草9，精米5，鋒  
語 
の1工場が職工68人であるはかは，すべて職工40人台以下であって，規模は小さい。精米  
工場はすべて原動機を使用している。   
雉工業は工場数197であるが，原動機を使用するものは僅か4工場にすぎか、0職工数  
は最大で40人台であり，規模も小さい。蘭蓮が183工場，5．115人で，雑工業中の9割以上  
を占める。このほかでは麦梓真田7工場，下駄鼻緒，石筆・石粉，クレーが各2，足袋1  
である。石筆・石粉，クレーはいずれも原動機使用工場であるが，他はすべて原動機を使用  
していか－。蘭蓮に3，麦秤真田に1の職工100以上があるほか50人以上100人未満工場も  
かなりあるが，多くは職工10人未満，せいぜい30人台以下である。   
特別工業はすべて採鉱・精錬である。16工場，2，131人で，うち原動機使用工場は8，  
男工数は2，225人である。最大は職工数785人，ついで職工数328人各1工場で，以下，100  
人台3工場，50人以上100人未満52工場等となっている。探鉱と精錬の区別は困難である  
が，その記載から独立の精錬所は5と推定できる。  
（2）岡山県における工場の推移   
さて，この年の工場および職工の部門別構成の特徴をみていくが，それに先立って，ま  
ずここでこの年の309という工場数の岡山県における工場の推移のうえでの位置づけをみ  
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第1表 工場部門別規模別状況  
職工10人以上  20人以上  30人以上  40人以上  50人以上  60人以上  100人以上   
製  糸  4－91（4） 〈⑨水苧二言・5〉  1－37（0ト （G）1－5〉  ・；  ㌔壷㌢と壬晶）  8－59ヰ（47） 〈（勤（ヲ＝至…〉  早〈諾竺ぷ弓）  
染  
綿糸紡績  
書√． ′  l－30（0）  
3－74（6）  
組織物  2＝－27（3）  
◆  t  2－－122（12）  ）  
洋燈心  ）  
練  絹  l－40（18）  
織  l■岬ZO（0）  1－32（2）  
小 計  2－27（3）  8・－185■（10）  3－一99（2）  2－－88（Zl）  3－169（5）  11－784（69）  9－1107（     〈㊥水雷＝喜・5〉  く（Dl－5）  〈（むl－5）  （②2－・柑〉  ＠水？コ望〉  ・●l；●●   
消防ポンプ  1－10（10）  
機  l－45（45）  
械  
袷  
1－22（22）  鼻  
1議？Jlよ0）  
小 計  5－55（55〉  1－22（22）  1－45（45J  11）   
セメント  1－56（51）  
（①1－8〉  
化  
ガ ラ ス  1－16（0）  
コークス  Ⅰ－14（8）  1－Z8（25）  1－35 r30）  
煉  瓦  2－－22（13）  1一鱒（沙）  1一機（68）  
く爪1－7）  
紙  
学  2－43（13）  2－・103（3引  
′ト 計  7－93（56）  3－71（38）   
…：I  3 く 
煙  草  7－88（謂〉  1－25（9）  1－30（8J  
飲  1－44（44）  
精  米  与お呈し思  享有蔓㌧盟～  弓（訂…㌔思  
菓  子  2－24（19）  
食  1－40（7）  
権  綿  弓后雪㌔悪  
ユー・づ3（‖箋）  
物  1－Z8（22）  
小 計  1号諾し諾雪上  5く請L皇許  弓ぷ㌔思  2－841Sl）  1－83（1引  
購  馨  7針－1．049（427）  45－1．03ヰ（430）  29一っ41（407）  8－343（129）  5－278（91）  1－l－－1－040（488〉  3－430（Z20）  
麦揮真田  3－－34（4）  2－431（3）  1－51（3）  1－128 rO）  
足  袋  1－20（0）  
雑                                                          下船■緒  1－42（12）  1－－－87（10）  
石筆石粉  t応ミリヂ？  
1－50（30）  
（の1－8）  
ク レ ー  ！ぷりを警  忘㌣望  
小 計  85てあ墓竺1欝2〉  18遜壬竺与ヂ）  29一鋸】（▲07）  9－385（1ヰl）  7－379（124） （①1－8〉  15－1．107（498）  4－づ5さ（220）   
特別  探鉱，欄♯  ユー15（10）  忘㌣溜  3－100（計5） 〈①2－ユl〉  1－43（35）  1－54（34）  4－333（262） 〈①1－11〉  3遠L欝）   
合   計   112－1．462（¢58）  66－1．542（611）  41－1．334（細）  ユ5－－・桝5（293）  14－761（2S2）  32－2．ユ55（915）  17－2．219（778）    く④4「川〉  ＠水に11喜・5〉  〈⑥8－201〉  く①l－5〉  〈④4－34〉  （呵＝舘〉  く⑩10－1▲4〉   
註1）r明治30年岡山県統計年報一より作成．   
2）4－91（4）は工場数，職工数．（）内はうち男コニ数を示す，〈 〉内の（つは工場のうち  
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（頃拍30年）  
200人以上  300人以上  400人以上  500人以上  1，（XX）人以上  2，000人以上   
ゆ水管二l許5〉  
1－830（80）  
く（i）2一・550〉  
．L＿ 合．｝t              21－1．481（91〉  
1－8aO（80）  
（のZ－550〉   
l－236（47）  2－－696（136）  Z－や43（146）  1－605（110）  2－2．899（朋射  1諸ざ讐．題号3）  9－7．42Z（L341）  （の3－63〉  （信）2－176ノ  く（勤3－500）  くの1－100）  （（勤S≠1＿499）   （偏〉16→Z＿寵6）  
1－30（0）  
12－788（85）  
伯）1－20〉  
1－88（10）  
くの1－8）  
1－48（18）  
2－S2（2）   
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原動機使用工場数，蒸汽機関数，馬力数を，水は水車を示す．  
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ておこう。斡2表はこの岡山県における工場および職工数の推移を示したものである。明  
治30年の工場数309は以後減少し，明治30年代前半は200工場台に，そして30年代後半は更  
に減少して100工場台となI），明治38年に160工場とをる。以後増加にむかうが，明治43年  
までは依然100工場台であり，明治44年から200工場台となるものの，大正5年にもなお275  
第2表I司山県における工場の推移  
‾≠伽▲‾▲‾‾‾「丁“‾‾鵬完‾▲‾‾一一“、’－盲】1‾「㌃‾‾‾了‾岬  
－－・－・  
，・・・一－－1－・l・－一十－－11・・▼－－－一一一－  
35 19．0）；12．534人（4，662 37  明治年 
人  
48 11．5）  
48 14．7）  
55 17．8）  
53 19．8）  
55 23．4）  
51 22．4）  
55．0  
49．5                                        63．7  
53．0 †  
軋367（6・26838・呵  軋6  
13．730（5，31138．7）1   60．2  
30  
31  
32  
33  
34  
35  
36  
37  
38  
39  
40  
41  
42  
43  
44  
大正1  
2  
3  
4  
5  
6  
7  
8  
9  
309  
268  
235  
228  
220  
213  
173  
42 19．1）ヨ14．451（5，442 37．7）  65．7  
68．4  
75．2  
82．8  
99．1  
85．3  
90．6  
79．0  
24．2  
51．6  
70．1  
79．1  
76．0  
68．2  
108．2  
95．3  
97．9  
98．9  
86．0  
47．6  
ー  ー）  
－  －）  
14．560（5．462 37．5）
13．015（4，793 36．8）
13．987（5，185 37．1）
15，862（5，482 34．6）
15，616（4，923 31． ）
15．667（4，762 30．4）
13，663（4，639 34．0）
18，458（6．360 34．5）
9，547（3，483 36．5）  
15、283（4，318 28．3）
18．025（5，043 28．0）
18．463（5，050 27．4）
17．997（4、756 26．4）
24．555（10，119 41．2）  
26、218（10，377 39．6） 
30．838（12，207 3 ．6）  
32、544（13，089 40．2） 
169 （57 33．7）  
160 （66 41．3）  
183 （75 41．0）  
173 （79 45．7）  
173 （85 49． ）  
762 （152 19．9）  
185 （83 44．9）  
218 （105 48．2）  
228 （111 48．7）  
243 （115 47．3）  
264 （138 52．3）  
227 （137 60． ）  
275 （163 59．3）  
315 （1錮‘60．0）  
329 （198 60． ）  
（246 66．5）  
（402 61．8）  
31．808（11，892  
30，913（12，166  」還  
ただし，明治27年は『第17回岡山県勧業年  錆1）各年度の r岡山県統計割による  
報』明治28軋29年は第18軋 第19何のr岡山県展商工年報』．明治31～34年は   
工場数棚（）内を除き r明治35年間山県統計書』による．  
2）明治42年は5人以上工場数 同工埼職工数である．  
3）工場数（）内は，うち原動機使用工嵐 同工場の割合．職工数（）内はう   
ち男工．同割合を示す．  
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工場であり，315工場の大正6年にいたってようやく明治30年の工場数をうわまわった。な  
お，明治30年以前の工場数はいっそう多く，その最大の年をとれば，それをうわまわるの  
は大正9年ということになる。職工数においても明治30年の19，683人は以後減少していき，  
増減をくりかえしながら明治43年に最少の9，547人となる。大正4年になってようやく明治  
30年をうわまわるのである。   
このように工場数および職工数，特に前者の明治30年からみた減少傾向は，この明治30  
年が岡山県における工場生産がひとつのピークにあったことを示している。さらに明治29  
年，28年等をみると，それはいっそう大きく，この明治20年代半から30年噴が．この岡山  
県における工場生産のひとつの全盛期であったことを示しているのである。ところで，こ  
の工場のうちの原動機を使用するものは少なく，この明治20年代半から30年にかけての工  
場生産のひとつのピークとは，マニュファクチュアの広汎を展開がみられたことを意味し  
ているのである。、それは職工数中における男工率がむしろ高いことが，男子労働力に結び  
ついたマニュファクチュアの全盛期であったことを示しているといえよう。そして1工場  
あたり職工数の大きくかにとは，′ト規模なマニュファクチュアが広汎に展開していたこ  
とを示唆するものである。   
以上のごとく，工場数，原動機使用工場の割合，職工数，男工比率，1工場あたり職工  
数の推移は，この明治20年代から末30年の頃は，岡山県下に多数の′ト規模マニュファクチ  
ュアが族生しており，岡山県における工業生産のうえで，ひとつの特徴的な時期であるこ  
とを示しているといえるであろう。   
（3）工場部門別構成   
以上のごとき位置づけをあたえられる明治30年の岡山県における工場の部門別構成をみ   
ていく。   
すでに第1表において，この年の岡山県の工場中の最多の部門は雑工業であり，それが  
花蓮であることをみることができた。全工場数309工場中の183工場がこの花蓮工場であり，  
これによって稚工業の工場数が大きくなっていたのである。職工数では染織が最大で，こ  
こに全職工数19，683人中の10，711人が集中していたが，うち8，252人が紡績であることを  
みることができる。第3表は，この第1表の部門別規模別集計表にもとずく．部門別構成  
表である。明治30年の構成上の特徴をクローズアップすることのために明治40年，大正6  
年という2つの年度についても同様の集計を行なった。以下，これによって明治30年の岡  
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第3表 工場部門別構成  
明  治  30  年  明  
1工場  
工 場 数  職  工  赦   あたり  工 場 数  
職工数   
人  ％  ％  ％  染   織     ％ 48（3266．7）            223．1  ％ 15．5   ％ 54．4       10，711（1．62715．2）     63（37 58．7）   
食 料 品   23（7 30．4）  526（283 53．8）  22．9  7．4  2．7  18（17 94．4）   
雑   197（4 2．0）  5．593（2．29141．0）  28．4  63，ノ8  28．4  54（713．0）   
小 計   268（4316．0）  16．830（4，20125．0）  62．8  86．7  85．5  135（6145．2）   
機械器具   8（112．5）  232（Z32100．0）  29．0  2．6  1．2  4（2 50．0）   
化   学   17（317．6）  490（33167．6）  28．8  5．5  2．5  18（5 27．8）   
特   別   16（8 50．0）  2．131（1，槌2 78．0）  133．2  5．2  10．8  16（1168．9）   
小 計   41（12 29．3）  2，853（2，225 78．0）  69．6  13．3  14．5  ‘38（柑 47．4）   
合  計   309（5517．8）  19．錦3（6．426・■32．6）  63．7  100．0  100．0  173（79 45．7）   
製 糸  21（20 95．2）  1．481（ 91 6．1）  70．5‘  6．8  7．5  25（19 76．0）  
主   
要   
個 別  
造 船  
部  
門  
煙 草  9（0  0）  143（55 鱒．5）  15．9  2．9  0．73  12（1191．7）  
註1）各年度ー岡山県統計年報j r岡山県統計書一より作成．  
2）（）内は第2表証3）と同じ．  
3）大正6年の原煮では雑に造船がふくまれているが，この裏では造船は機械器具に   
山県の工場の部門別構成の特徴をみていこう。   
工場についての部門別構成は，染織15．5％，梯械器具2．6％，化学5．5％，食料品7．4％，  
雑工業63．8％，特別5．2％となる。職工についての部門別構成は，染織54．4％，機械器具  
1．2％，化学2．5％，食料品2．7％，雉工業28．4％，特別10．8％となっている。工場数におい  
ては雑工業が抜群の大きさで，染織がこれにつぐこと，職工数においては染織が第1位で  
雑工業がこれにつぐことをすべてみてきたが，明治30年はこのような部門別構成とをって  
いるのである。染織，食料品，雑工業を軽工業，機械器具，化学，特別を重工業とするを  
らば，前者は工場において86．7％，職工において85．5％，後者はそれぞれ13．3％，14．5％  
となる。軽工業のウェイトが圧倒的に大きい。重工業としたものの機械器具，化学には消  
費財が多く，生産財は少をいのであって，雑工業に加えて工業生産は消費財生産であると  
いえよう。この軽工業，重工業別の構成でみると，その後は軽工業のウェイトが漸次低下  
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1工場  1工場  
削■■■川■■■・   あたり  ．工 場 数   職  工  数   あたり  
職工敷   職工数   
人  ％  ％  ％  ％  ％  人  ％  ％  ％  ％   
154（9863，6）                10．506（1．65015．7）  166．8  36．4  67．1   21、2朗（4，349 20．4）  131．7  48．9  69．0   
1，168（287 24．6）  64．9  10，4  7．5  20（1155．0）  320（ 222 69．4）  16．0  6．3  1．0   
1，326（715 53．9）  24．6  31．2  8．5  61（19 31．1）  1、5鮒（ 812 51．4）  25．9  19．4  5．1   
13，000（2．652 20．4）  93．5  78．0  83．0  235（128 54．5）  23，184r（5，383 23．2）  98．7  74．6  75．2   
52（ 52100．0）  13．0  2．3  0．33  14（12 85．7）  1，亜5（1．463 98．5）  106．1  4．4  4．8   
731（52171．3）  40．6  10．4  4．7  54（42 77．8）  2．501（2．057 82．2）  46．3  17．1  8．1   
1，884（1．537 81．6）  117．8  9．2  12．0  12（7 58．3）  3、668（3．304 90．1）  305．7  3．8  ・11．9   
2，667（2．110 79 
15，667（4．762 30．4）  90・6  iOO．0  1（対．0  315（189 60．0）  30．838（12．207 39．6）  97．9  100．0  100．0   
1．294（‘54 4．2）  51．8  り・5  8，3  30（23 76．7）  2．423（115 4．7）  80．8  9．5  ▲ 7．9   
8．009（1，38317．3）  ・8（対，9  5．8  51．1  9（9100、0）  10．990（2．391 
1，144（18716．3）  45，8  14．5  7．3  106（59 55，7）  7，386（1，724 23．3）  69．7  33．7  24．0   
760（397 5き．2）  20．0  22．0  4．9  14（14  0）  257（10139．3）  18．4  4．4  0．83  
3（2 66，7）  1．ユ99（1，184 98．7）  397．7  0．95  3．9   
145（135′93．1）  36．3  2．3  0．93  21，（16 76．2）  1，096（ 979 89．3）  52．2  6．7  3．6   
1．054（212 20．1）  87．8  6．9  6．7  
分類した．  
していくが，工場中のウェイトと職工数中のウェイトは後年もともにほぼ同じ大きさとな   
っている。  
雉工業の工場における圧倒的ウェイトと職工における染織につぐウェイトの大きさは，   
工場数の59．2％，職工数の26％を占める蘭蓮の大きさによっている。この蘭蓬の工場数・   
職工数は明治40年，大正6年ともに大巾に減少していて，全工場・職工中のウェイトは′J、   
さくなり，このことによって，雑工業のウェイトが縮小していくのである。そうではある   
が，大正6年にいたるもなお工場数において19．4％を占める雉工業の全工業におけるウェ   
イトは岡山県工業にみられる大きな特徴といえるであろう。  
明治30年の職工数において54．4％を占める染織のウェイトの大きさは紡績のそれによっ   
ている。紡績業は工場数は僅か3．2％であるが，職工教は41．9％を占めていて，個別部門   
としては最大である。紡績業のウェイトは明治40年にいっそうたかまった後，大正6年に  
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はそのウェイトを低めているが，なお職工数の35．6％を占め，個別部門としては最大であ  
る。このように紡績業のウェイトが低‾Fするなかで染織部門はいっそうそのウェイトをた  
かめている。職工のウェイトにおいて54．4％が．明治40年の67．1％を経て，大正6年には  
69％とをって全体の7割を占めるにいたっているが，それよりいっそう増大が顕著なのは  
工場のウェイトである。15．5％であったものが，36．4％を経て48．9％となっていて，全体  
の半分近くを占めるにいたっている。この染織部門のウェイトの増大は織物業によってい  
る。工場・職工ともにウェイトが4．2％であったものが，明治40年には14．5％．7．3％，大  
正6年には33．79る，24％とをっている。   
機械器具は大正6年には造船等の展開により，工場，職工におけるウェイトをたかめて  
いるが，明治30年には2．6％，1．2％にすぎをい。化学も大正6年には窯業の展開により工  
場，職工においてかなりのウェイトを占めるにいたっているが，明治30年には5．5％，2．5  
％を占めるにとどまっている。他方，食料品は明治30年に刻煙草工機が9工場あることを  
どにより工場数においては雑工業，染織につぐウェイトであったが，大正6年には減少し  
ている。   
以上，後年との比較をも行ないながらこの年の部門別構成をみてきた。後年の岡山県産  
業構成を特徴づける染織部門のウェイトの大きさはすでにあらわれているが，それは紡績  
業のみであって，織物工場はまだ少数にとどまっている。他方，後年もなか一定のウェイ  
トをもつ稚工業がきわめて大きなウェイトを占めていた。そのほとんどが花蓮であって，  
この花蓬工場の広汎な存在がこの明治30年の岡山県工場の構成上めきわだった特徴となっ  
ているといえるのである。そしてこれらの染織，雑工業を中心とする軽工業が工場の86．7  
％，職工の85．5％を占め，機械器具，化学のをかの消費財を加えると，消費財部門の工場  
がそれぞれの9割以上を占めていたといえるのである。  
このようを部門別構成をとる各部門における工場の存在形態をみていこう。工場におい  
て大きなウェイトを占め，職工において最大の54．4％を占める染織部門は原動機使用工場  
の割合は66．7％，男工率1ち．2％で，1工場あたり223．1人となっている。原動機使用工場  
割合はむしろ後年より大きく，1工場あたり職工数が後年よりかなり大きいのは，この年  
は，大正6年にいたるも原動機使用工場割合が55．7％，1工場あたり職工数が69．7人にと  
どまるところの，織物工場がまだ少なく，機械剃大工場の成立した紡績業が工場生産のri三  
倒的なウェイトを占め，それが中心となっていたからである。この紡績の大工場の柁立が  
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大きな特徴となっている。雑工業の中心であった術蓮は原動機を使用するものはなく，す  
べてマニュファクチュアであり，1製造所あたりの職工数も28人である。男工率は42．9％  
と大きいが．男子の熟練労働力に依拠する職工20～30人程度の製造所によって工場生産が  
をされているのである。食料品，機械器具，化学のいずれも原動機使用工場の割合は小さ  
いが，男工率は食料品においても53．8％であり，男子労働利こ依拠する1製造所あたり職  
工20～30人程度のマニュファクチュア生産であったのである。   
（4）工場郡市別存在状況  
15）   
つぎにこの明治30年の工場の郡市別所在状況を検訂する。第4表はそれを表示したもの  
である。工場数についてみると，都窪郡87，児島郡，吉備郡が各37，岡山市30，浅口郡25，  
御津郡19，川上郡11，上道郡9，邑久郡，苫田郡各8，久米郡7，和気郡，小田郡各6，  
後月郡5，阿哲郡，英田郡各3，上房郡，真庭如各2，となっている。職工放では都窪郡  
4，925人，岡山市2，302人，浅口郡2，114人，児島郡2．013人，上道郡1，577人，吉備郡1，304  
人，川上郡1，090人，御津郡922人，小田郡即2人，苫田郡546人，後月郡410人，和気郡363  
人，久米郡302人，英田郡279人，勝田郡183人，邑久郡170人，上房郡136人，真庭郡101人，  
阿哲郡74人となっている。都窪郡が工場・職工教のいずれにおいても最大で，岡山市，浅  
L］郡，児島郡，上道郡，吉備郡，それに川上郡などが工場・職工数の多く存在していると  
ころとなっている。上道郡，浅口郡，それに岡山市などは職工故における順位は工場のそ  
れより上位であるが，これらは大規模工場が存在していることによるのである。他方，吉  
備郡，児島郡は工場数順位より職工数順位はかなり小さいが，吉備郡は最大規模が125人  
であり，また児島郡には300人台，400人台工場が各1あるとはいえ，小規模工場が多く，  
のことにより，職工数順位が低下しているのである。最大規模工場は都窪郡にあるが，こ  
こは同時に′j、規模工場がことのほか多い。大規模工場はほかに岡山市，浅口郡，上道郡，  
川上那，小田郡，児島郡，御津郡等に存在している。   
以上のごとき都市別所在状況であるが，各郡市の部門別状況を示すのが第5表である。  
最大の都窪郡は1工場ではあるが職工数2，043人の大紡績工場と，実に工場数糾，職工数  
2．146人に達する蘭蓮工場とからをる。先ほどみた大工場はこの紡績工場であり，多数存在  
した職工10～30人台の′ト工場はこの蘭蓮工場をのであった。浅口郡がこの都窪郡と同様に  
大紡績工場と多数の蘭蓬工場とからなっている。岡山市に接する御津郡はマッチ，煉瓦，  
クレー，酒，洋燈心，それに生糸など多種類の工場があるが，蘭馨工場12，それに職工320  
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第4衷 工場郡市別所在状況  
10人以上  20人以上  30人以上  40人以上  ち0人以上  60人以上  100人以上   
岡 山 市  17－219（98） （（豹2－38）  ・緋・・  3－94（32）  1一寸0（7）  】－63（18）  11）   
御 津部  6－87（42） くの1－7）  給乳舘  3－104（40）  l－44（44）  1－53（lt‖  3－226（93） （の1－8）  
和気’部  1－10（6） くの1－7）  2－55（40） （（勤2－25）  
1－50（30）  
（の1－8）   
邑 久 郁  4－51（9）  ● ●  亨広言㌔思  
上 道 都  ● 一 
榔 ： （の1－8）  
児島 郡  11－12了（70）  9－2141109）  7還…リさ才子）  2一組（50）  4－300（17（；）  2－232（86）  
（（℃1冊15）   
小 計  39－494（223）  26－615（290）  16－52ヰ（275）  5－220（121）  4－209（119）  9－づ57（355）  4－522（326）   〈（彰4－44〉  （⑥6－110．5〉  〈（卦4一別〉   〈（勤2－18〉  （㊥2－15〉  〈⑨3－33〉  
都窪郡  37－498（185）  26一個01（2－17）  8－258（130）  ユー12i（44）  3－166（73）  4－300（181） （の 
1－11）   
浅 口 郡  13－166（94）  ●2・－42（20）  5－162（86）  2－146（46）  
くの1－15〉   
小 田 部  1－27（0）  2－60（15）  1－56（0）  1－124（4）  
（の1－10〉   
後 月 都  1－17（2）  1－29（16）  3－384（29）  
〈②2－31〉   
書僧都  16－209（87）  4－92（30）  3－98（21）  4－171（78〉  3－167（20） くの1 
－8〉   
上 房郡  1－51（3）  1－85（3）  （の1－6）  
川 上 都  4－56（ヰ5）  l－23（2）  2－1柑（69） －  1－43（35）  1－54（34）  1－60（40）  
阿 哲 都  2－42（2）  1－32（2）  
′ト 計  71－946（413）  37－827（317）  2l－679（323）  8－335（157）  9－て494（130） ‘く（！）】－8〉  14てあ2竺ぷ7〉  10議呈2！語2）   
真庭郡  l－37（0〉  （α）1一－5〉  
1－64（4）  
くぐi）l－8）  
苫田都  2－22（22）  
‘●  2－269（5J （（弟1－12〉   
勝 也部  l－48（3）  く郁l－5〉  2－135く15）  く（幻3－1ヰ〉  
英田．耶  1  1－58（3）  
く（i）1－10〉   （庄‖∵十郎   
久 米部  2－50（3）  
（の水l－5）   
2－150（75）  
小 計  2－22（22）  3－71（4） 〈⑧水に喜〉  4－131（50）  2－90（15J  1－58（3）  9－・665（193） 〈⑥水管二詔〉  3－374（10）     （（診4－147）  く¢）1－5〉  〈（む1－10〉   〈（勤2－32〉   
合 計  112－1，460（658）  86－1，542（811）  41－13ユ4（648）  ユ5－ふほ（293）  14－－761（25Z）  32－2．355（915）  17－2219（778）   く（彰一ー44〉  〈⑧水に11g・5〉  〈（参8－201）  （（Dl－5〉  〈④ヰ一朗〉  〈Qお水ワ＝音量〉  〈（軌0≠144〉   
註1）第1表と同一書より作成．  
2）数字での表示内容は篤1表と同じ．  
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（明治30年）  
200人以上  3（犯人以上  4（泊人以上  500人以上  1．000人以上  2．000人以上  合   計  
卜7）  即 
1 
1 ・ 
く ・ 
6）  
8－170（69）  
〈虐）2－27）  
1－493（74）  17）  
くの1－300〉   5  
1－376－（89〉  37 
（の1－150）   3 
2－696（136）  2－943（146）  1－830（80）  1－l．637（427）  109－7．346（2，498）  
《参2－178〉  く（卦3－500〉  く①z－550〉  く①2－95〉  く卸0－1．593．5〉  
1－328（264）  1 
くの1－6）  l て主 
1－－236（47）  1 2・ 
〈8〕3・－づ3〉  （． ． 
1－605（110）  ）  
くの1－100）  
5 
く 
378）  
2－136（6）  
1－アβ5（58即  
（の1－6）  
11－1．090は11）  
〈①水ぞ＝詑〉  〈①水雷＝雪S〉  
3－74（4）   
l 2－」．390（898）  
〈   〈⑧水子＝1冒S〉  1〈読聖子ぷ許  1議だ1去…？3）   
）  
＝  一・・ …■  
3 
（ 
・ 
較 
24－1．411（297）  
〈⑳水管＝2芹〉   
l－236（47）  3－1，024（400）  2－づ43（146）  3－2，220（776）  
＠ホ亨＝7壬3〉  ； 
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第5表 工場郡市部門別状況  
染    織  機械 器 具  化  芋  食 料 品   雑   
岡  山  市  2議塁竺㍍8）  3－142（142） 〈①1－5〉  3－59（13）  17遠…瑠）  5－115（36）   
3－408（57）  
御  津  郡   〈⑨3－36．5〉  
2－65（13）   1－4A（44）  13－405（171）   
和  気  都  1一樋 3－86（52）  
〈（Dl－7〉  〈⑨3－22〉   
邑  久  郡  3－84（55）  5－86（14）   
〈②2－27〉  
上  道  都  2－1．323（154） 3 2－106（71）  
燈）－850〉  〈①1－8〉   〈⑨2－93〉   
4－87（71）  27－776（438）   
児  島  郡  4忍茫3主去；6）  
′ト  1－4，389（815）  3－142（142）  12－385（165）  23－526（283）  56－1．557（749）  
計             〈㊥11－1、331．5〉  《Dl－5〉   〈⑧2－15〉   〈⑧7－153〉  〈（彰3－22〉   
81－2，146（935）   
都  窪  郡  1：；；一●  
22－530（300）   浅 【‘l 都  ㌔哀惜．茸）  
2－60（15）   
小  田  部  4一別2（114） 〈②2－110〉  
1－29（16）   
後  月  郡  4－3別（31） 〈②2－31〉  
30－962（249）   
古  筒  郡  4－274（31） 〈①3－24〉  3－68（68）  
1－51（3）   
t二  席  郡  1－85（3） 〈（Dl－6〉  
川  上  都  1－23（2）  3－41（35）  
阿  哲  郡  2－52（・2）  1－22（2）   
′ト   計  22－5．419（854）  3－41（35）  138－3．800（1，520）   
〈⑩17－1，朗1〉   
奥  庭  郡  2－101（4） 〈⑧2－13〉  
3－295（4）  
苫  田  郡   く浄水子コ雪〉   ユー34（30）  2－195（10）   （①3－142〉  
勝  Ⅲ  郡  3－183（18） 〈⑨4－19〉  
英  川  部  3－184（19） 〈⑨3－33〉  
4－140（3）  
久  米  郡   （（分水1－5〉  
1－30（20）  1－42（12）   
15－903（48）  
′ト   計  
2－64（帥）  3－137（22）   
＠水皆二号苧〉   〈①3－142〉  
48－10，711（1，627）  8－232（232）  17－490（331）  23－526（283）  197－5592（2231）  
合   計             ＠水管二3常5〉  〈①1－5〉   〈⑨5－157〉  〈⑦7－153〉   （④4－29〉   
註 1）第1表と同一書より作成．  
2）数字での表示内容は第1表と同じ．  
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（明治30年）  
臣  事  個  別  部  Fl  
特    別  合  計   
製    糸  紡  績  織    物  鵬  蕗  
30 7）  1－10（1）  4－103（36）   
1 1遜≡竺㌔  
19－922（295）  12－390（156）   
〈④4－43．5〉   〈（91－26〉  
2－209（154）  
〈⑧2－31〉   く⑥6一牒0〉  
8－170（69）  2－52（10）  
〈②2－27〉  
9 2  3－89（38）   
9 
2－140（109）  37－2，013（794）  2－826（161）  2－ユ85（15）  26－754（437）   
〈②3－29〉   〈④6－379〉  〈⑧3－350〉   
4嶋349（263）  109－7．朗6（2．498）  1－20（0）  6－4，106（789）  3－195（16）  47－1．388（677）   
〈④5－60〉  〈⑳30－1．593．5〉  く①1－2．む  （⑥9－1．．321〉   
3⊥一・一571（470）  87－4．925（1．661）  1－2．043（203）  1－125（35）  81－2．146（935）   
〈③3－45）   〈④4－233〉  〈①2－188〉  
2）  1－86（6）  22－530（300）  
〈①1－15〉   
6－872（129）  2－60（15）  
〈⑧2－110〉   〈①1－10〉   〈①1－100〉   
5－410（47）  3－278（28）  
〈②2－31〉   〈①1－11〉  《か1－20〉   
378）  3－250（27）  1－24（4）  30－962（249）  
（⑨3－24〉  
2－136（6）  
〈①1－6〉   〈①ユー6〉  
3－23（2〉  7適冒空音4）  11－1，090（811） 申）水雷＝雪8〉  
3－74（4）  
10－1597（1244）  176－1，092t3，631）  7－648（43）  4「－4，146（632）  て－510（67）  109－3，727（1，515）   
〈④5－115〉  嘲㌍9篭〉  〈⑦7－66〉  〈④9－1，755〉  （①1－20〉  
2－101（4）  
〈⑧2－13〉   〈①1－5〉  
8－546（76）  
申）水管＝1管掌〉   
3－183（18）  
〈⑨4－19〉   〈⑨4－19〉  
1－95（80）  4－279は9）  
〈⑨・3－33〉   く⑨3－33〉  
2一鋤（0） ■  1－90（75）  7－30Z（110） 〈（D水1－5〉  ゐ宕冒⊥ミち  
2加185（155）  24－1，411（29〃  2－90（0）  
＠水管二2苦手〉   
16－2，131（1．6Z2）  309－19，鎚3（6，426）  21－1．481J鋸）  10－825Z（1．421）  13－8］は（85）  183－5，1ユ5（2，192）   
＠水？二l雪昌〉  ＠水管二3t7雪子・5〉  ＠水管二1汁5〉  〈⑩18－3，076〉  （①1－20〉   
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人の1紡績工場をもつ。児島郡には27の雉工場のほか，染織4，化学4，特別2の工場が  
存在するが，大きなウェイトを占めるのは職工数合計826人となる2つの紡績工場と，26  
の蘭蓮工場であろう。ここには日比札 小串村に精錬，コークス工場もあり，また織物工  
場もあるが，この時期には都窪郡を中心とする騰蓮工場地帯とをっている。吉備郡には阿  
曽村西阿削ニ3つの機械器具工場（鍋釜1，銑鍬2）があるほかは染織と雑工業である。  
3製糸工場と1織物工場，そして30の蘭蓬工場である。鵬蓮工場の職工数は962人であっ  
て最大である。3製糸工場は職工数合計250人であり，それにつぐ大きさとなっている。   
岡山市は工場は食料品17，雑5，機械器具・化学各3，染織2と多様であるが，職工数  
1，637人の1紡績工場のウェイトが大きい。食料品は煙草9，籍講3，菓子・ラムネ各2，  
精米1である。紡績以外の染織は織物で，推工業は繭蓮4，足袋1，機械器具3は鋳鉄・  
鉄工2，消防ポンプ1，化学3は，マッチ2，ガラス1である。ここには大紡績工場のほ  
かに機械器具・化学をどにあらたな工業の展開のうごきがみられる。この岡山市に接する  
上道郡も2つの大紡績工場のほかマッチ，セメントなどあたらしい工業がみられる。   
備前，備中では以上のほかに和気郡に2つの銅精錬工場のはか，石筆・石粉，クレー，  
煉瓦などの採石加工を主とする化学・稚工場が集中していてその特徴ををしている。また  
川上郡には7つの採鉱場（主に鋼）と3つの弁柄工場があり，ここには特別工場が集中し  
ている。後日郡にはこの時期に3つの織物工場がある。   
美作地方の諸郡の工場はそのほとんどが製糸工場であり，製糸業の展開を示している。  
そのようななかで苫田郡にのみ2つの機械器具工場，2つの雉工場，1つの化学工場があ  
第6表 工場地域別構成  
明  治  30  年  明  
1工場  
工 場 数  職  工  赦   あたり  工 場 数  
職工致   
％  人  ％  人  ％  ％   ％  
備  前      109（2623．9）                   7，346（2，498 34．0）  67，4  35．3  37．3  100（37 37．0）   
備  中  176（16 9．1）  10．925（3，63133．2）  62．1  57．0  55．0  35（16 45．7）   
美  作  24（13 54．2）  1．411（297 21．0）  58．8  7，8  7．2  38（26 68．4）   
全  県  309（55 17．8）  19，錦3（6，426 32．6）  63．7  100．0  100．0  173（79 45．7）   
証1）第3表と同一書より作成．  
2）（）内は第2表註3）と同じ．  
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るが，それは津山町の2つの鋳物工場と麦梓真田紐，大野村のF駄鼻緒，そして津山町の  
製紙工場である。ここでは伝統的な鉄工業のほか，新しい板紙製造工場が存在している。  
ほ）工場地域別構成   
以上が明治30年の工場の都市別存在状況であるが，地域別構成の特徴をみよう。第6表  
は特徴をクローズアップするために明治40年，大正6年についても作成したものである。  
明治30年の岡山県の工場は備前に35．3％，備中に57％，美作に7．8％という比率で存在して  
いる。職工もそれぞれ37．3％，55％，7．2％であって，ほぼ工場数のそれに対応している。  
それが明治40年には工場数は57．8％，20．2％，22％，職工数は59．2％，25．9％，15％とな  
り，備中の比率の著しい減少がみられる。大正6年には備中の占める比率は工場数におい  
て29．2％，職工故において43．7％というようにかなり増大しているが，明治30年にははる  
かに及ばかl。美作は明治40年にはそのウェイトをたかめているが，大正6年には絶対数  
の減少がみられ，工場数では22％から9．8％へ，職工数では15％から5．7％へと減少し，特  
に職工数においては絶対数においても明治40年から大巾に減少しており，明治30年をやや  
うわまわるにすぎをい。備前は明治40年から大正6年にかけての備中の回復のために職工  
数のウェイトはこの間ややさがるが，工場数においては一貫して増大し，大正6年には全  
工場の61％が備前に集中するにいたっている。この間に備中の1工場あたり職工数が62．1  
人から，115．8人，さらには146．4人と備前，美作に比較して著しく大きい。またこの間の  
備中の原動機使用工場割合は9．1％から45．7玖67．4％へと大きく増大している。すでにこ  
の間に鵬重工場が大きく減少したこと，その鵬蓬工場は原動機を使用せず，1工場あたり  
治  40  年  大  正  6  年   
1工場  1工場  
職  工  敦   あたり  工 場 数   職  工  教   あたり  
職工放   職工政   
人  ％  人  ％  ％  ％  ％  人  ％  ％   
192（10353．6）   
4，053（938・23．1）  115．8  20．2  25．9  92（62 67．4）  13．470（4．980 37．q）  146．4  29．2  43．7   
Z．345（776 33．1）  61．7  22．0  15．0  31（24 77．4）  1．743（ 26515．2）  56．2  9．8  5．7   
15．666（4．762 30．4）  90．6  10q．0  100．0  315（189 60．0）  軋838（12．207 39．6）  97．9  100．0  100．0   
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第7表 工場創業年別状況  （明治30年）  
明治 30年  29  28  27  26  25  24  23  22  21  20  19 山 15  14 凸 10  9 u n  それ 以前  不明  合計   
染  織   7    5  6  7  2  4  1－  2  3  48   
機械器具   ロ  2  2  2  8   
化   字   3  2  3  3    2  ロ    ロ  ロ    17   
飲 食 物   ロ  4  2  2  3    7  23   
雑  24  44  42  22  23  12  13  3  4  4  4  197   
特   別   J2    2  2  2  2  16   
合  計   38  62  53  36  35  15  15  6  8  6  5  9  5  9  4  3  309   
主  2  2  21  
要  10  
個   ロ   13   
別  -- 183 
部  7  
門   7  9   
註 1）第1表と同一書より作成．  
職工数も28人で大きくをいこと，そしてこの蘭蓮工場は備中に大きく集中していることを  
みてきたが，上述の備中の特異を動きは，大きくこの蘭蓮工場の盛衰によるものであると  
いえる。  
（6）工場創業年別状況   
すでに第1衷において岡山県の工場は明治28年をひとつのピークとし，この明治30年の  
嫡までが岡山県における工場展開の一時期であることをみてきた。ここではこの明治30年  
に存在する309工場の創業年によってこの時期の工場生産展開の趨勢をみよう。第7表は  
この309工場を創業年別に整理したものである。明治29年創業のものが最も多く62工場，  
ついで28年53工場，30年38工場，27年36工場，26年35工場等である。この創業年別状況は  
工場数が最大の雑工業工場，特に蘭蓮工場のそれに規定されているといえる。染織工場は  
製糸，紡績，織物によってかなり異なり，製糸工場は明治26，27年が最大で，織物工場は  
明治29，30年に多く集中している。紡績工場は明治10年代前半，後半各1をはじめ20年代  
前半に2工場，20年代末にいくつかが創業している。機械器具，化学，特別，飲食物等に  
は明治以前からのものもあり，また明治初年代に多く集中している部門もあるが，総じて  
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は蘭蓮工場の明治20年代後半における多数の工場の創設によって，この明治20年代後半か  
ら30年噴が岡山県における工場設立の一大盛期となっているのである0  
（7）工場所有形態別状況   
っぎにこの309工場の所有形態別状況をみよう。第8表はそれを表示したものである。  
株式会社39，合資会社26，合名会社1，そして個人243である。染織が48工場中，株式会  
社24．合資会社6，合名会社1，個人17で，ここは個人形態の割合が最も小さい。紡績工  
場はすべて原動機を使用し，最小規模でも職工数236人の規模であり，彪大な設立資金を  
第8表 工場所有形態別状況  （明治30年）  
株式会社・  合資会社  合名会社  個  人  合  計   
製  糸   10   3  8   21  
染  績   10 10  
織  物   4   3   5   13  
織  24   6   17   48   
機械  工   1 2  
器具   6   8   
セ メ ン ト   
化  柄  2   3  
コ ー ク ス  2   3  
煉  瓦   2   4  
製   ．紙   
その他とも計   4   3  10   17   
欽  米   3  2   5  
2  2  
食  
物   3   3  17   23   
肺  蓮   4   8  171   183  
麦  梓   5   7  
雑  筆  2  
ク、 レ  ー   2  2  
その他とも計   7   10  181   197   
特別  採鉱 精 錬  3  13   16   
合   計  39   26   243   309   
註1）第1表と同一書より作成．  
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第9表 紡績工場一一覧  
工  場  名  称  所在地名  創業年月   職工数 （男工数）  原 動 機   運転錘数      蒸汽  
，機関j牧  公称 馬 力   
岡山紡績株式全社工場  岡山市花畑  明治 12年11月  1，637人 （427）  2   95  25．688本   
備前紡績株式会社工場  御津郡石井村  28  2  320 （47）  ロ   26  6，114   
西大寺紡績株式会社工場  上道郡西大寺町  30 7  493 （74）  ロ   300  6．912   
味野紡績株式会社工場  児島郡味野村  29  6  450 （72）  2   200  3．121   
下村紡績株式会社工場  児島郡鴻村  21 5  326 （89）  ロ   埼0 4．564   
倉敷紡績株式会社工場  窪居郡倉敷町  22 12  1，287 （203）  2   188 21，672   
柏崎紡績株式会社工場  浅口郡柏崎村  26 12  236 （47）  3   63 25，068   
玉島紡績株式会社工場  浅口郡乙島村  15 1  1，262 （272）  3   140  4．992   
笠岡紡績株式会社工場  ′ト田郡笠岡町  28 8  605 （110）   100  9．402   
共立絹糸紡績株式会社工場  上道郡三擢村  29 4  830 （80）  2   550  
註 1）第1表と同一書より作成．  
必要とするのである。紡績工場は第9表にみるようにすべて株式会社形態である。製糸工  
場も21工場中，株式会社10，合資会社3で，個人形態は8にとどまる。株式会社形態をと  
るものは，大谷製糸株式会社工場（浅口郡吉備村，蒸汽機関1－15馬力，職工68人），山  
陽製糸株式会社工場（小田郡笠岡町，蒸汽機関1－10馬力，職工124人），中衛製糸株式会  
社製糸工場（後月郡井原町，蒸汽機関1－11．鴨九 職工103人），下道製糸株式会社工場  
（同断村，蒸汽機関1－10馬九 職工125人），足守製糸株式会社工場（賀陽郡足守町，蒸  
汽機関1－8馬九職工55人），吉備製糸株式会社工場（吉備郡大井村，蒸汽機関卜6馬力，  
職工70人），高梁製糸株式会社工場（上房郡高梁町，蒸汽機関1－3馬九水車1－6馬力，職  
工83人），作楽製糸株式会社工場（苫田郡芳野村，蒸汽機関1－10馬九水車1－12馬九  
職工86人），美作製糸株式会社工場（英田郡大原村，蒸汽機関1－10馬九 職工105人），東  
美製糸株式会社工場（蒸汽機関1－10馬九 職工58人）である。合資会社形態は久世製糸  
合資会社工場（大庭郡久世村，蒸汽機関1－8馬九 職工64人），津山製糸合資会社工場  
（苫凱那津LL伸一，蒸汽機関1－12馬九 職工141人），永盛合資会社工場（勝田郡広戸村，  
蒸汽機関2－11馬九 職工75人）である。備中から美作にかけて株式会社，合資会社形磐  
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（明治30年）  
綿糸出来高  所 有 会 社 名  資本金額  同払込額  株主数  創業年月   
円  852，112貫  岡山紡績株式会社   円 600，000    600，000  418人  明治 12年12月．   
193、264  備前紡績株式会社  250，000  200，000  311  29． 3   
28，019  西大寺紡績株式会社  400．000  235．205  390  30．4   
124，045  鴫野紡績株式会社  250．000  180．000  108  29． 6   
188，132  下村紡績株式会社  300．000  150．000  247  29．1   
673，709  倉敷紡績株式会社  337．500  337，500  238  22．10   
607．314  柏崎紡績株式会社  76，500  76、500  56  27．4   
72、408  玉島紡績株式会社  450，000  320，000  334◆  15．1   
407，758  笠岡紡績株式会社  400，000  400．000  243  28．8  
共立絹糸紡績株式会社  1．000，000  600、000  654  30．3   
の製糸工場が存在している。器械製糸段階ではあるが，1工場あたり職工70．5人という規  
模の製糸工場の設立はこのようを株式会社，合名会社形態をとるのである。織物工場も13  
工場のうち個人形態は5で，他は株式会社その他である。株式会社形態は吉備織物株式会  
社工場（後月郡高屋村，職工146人），井原織物株式会社工場（同井原町卜蒸汽機関1－11  
馬九 職工115人），中備織物株式会社工場（小田郡矢掛町，職工56人），美作物産太物株  
式会社工場（粂北候郡久米村，職工30人）である。合資会社・合名会社のものは，正総合  
資会社工場（都窪郡茶屋町，職工125人），木綿織物合資会社工場（小田郡矢掛町，職工27  
人），成羽織物合資会社工場（川上郡東成羽村，職工23人），大野織物会社工場（県鳥郡灘  
村，職工123人）である。原動機使用工場は僅か1工場にすぎないが，1工瘍あたり62．9人  
という規模の織物工場の設立・運営は以上のごとき会社形態をとるのである。機械葛：‡具は  
8工場のうち株式会社形態は1工場，合資会社形態1工場，個人形態6工場である。株式  
会社形態は岡山市内山下に所在する中国鉄工株式会社工場で，原動機は蒸汽機関1－7馬  
力で，職工数110人である。合資会社形態は阿曽鋳物合資会社工場（吉備郡阿曽村，職工  
45人）である。化学工場は17工場のうち株式会社4，合資会社3，個人10である。セメン  
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ト，製紙と煉瓦4工場中の2工場が株式会社で，岡山セメント株式会社工場（上道郡平井  
村，蒸汽機関1－8馬九 職工6］人），美作製紙株式会社工場（苫田郡津山町，蒸汽機関  
3－142馬九 職工34人），三石耐火煉瓦株式会社工場（和気郡三石村，蒸汽機関1－7馬  
九 職工68人）などである。飲食物工場は23工場中株式会社3，合資会社3で，他の17が  
個人である。株式会社は西大寺糊米株式会社工場（上道郡西大寺，蒸汽機関1－5馬力，  
職工30人），岡山精米株式会社工場（岡山市，蒸汽機関2－78馬九 職工29人）などであ  
る。雑工場にも株式会社7工場，合資会社10工場がある。株式会社は早島物産株式会社工  
場（都窪郡早島町，職工170人），星蓮株式会社工場（児島郡福岡村，職工72人），坤蓬株  
式会社工場（同藤戸村，職工44人），三谷製蓮株式会社工場（小田郡三谷村，職工30人），  
下津井変相株式会社工場（児島郡下津井町，職工21人），三石クレニ株式会社（和気郡三石  
村，蒸汽機関1－20馬九職工26人），クレー株式会社工場（御津郡福浜村，蒸汽機関1－  
7馬九 職工15人）であ■る。この雑工場での特徴は工場数において圧倒的ウェイトを占め  
る肺蓮工場にも株式・合資形態のものもあるが，きわめて多くの個人工場があるというこ  
とであり，明治20年代後半から30年にかけての時期に個人工場が族生しているのである。  
特別工場は3つの合資会社のほかはすべて個人である。3つの合資会社工場はすべて三菱  
合資のものであり，それは最大の吉岡鉱山工場（川上郡吹屋村，蒸汽機関2－6馬力，水  
車1－10馬力，職工785人）と，小泉鉱山工場（同村，職工60人），笹野鉱山工場（同村，  
職工33人）がそれである。その他はすべて咽人であり，吉岡鉱山工場につぐ坂本採鉱工場  
（都窪郡中庄村，茶汽機関1－6馬九 職工328人）も個人（坂本金弥）所有である。  
3．明治30年における工業形態  
以上，明治30年の工場の存刑犬況をみてきた。ここでは，このような存在状況にある工  
場の全工業生産における位置をあきらかにし，この時期の工業形態をあきらかにしたい。   
第10表は明治30年の主要工業の製造戸数・従事者数における工場のウェイトをみるもの  
である。まずそれぞれについてみていく。染織部門。製糸は全製造戸数1，262戸で21の工場  
は僅か1．7％にすぎない。全製糸戸数の従事者数が記載されていないので従事者数中の職工  
の割合は算出できないが，それほど大きいものではないと思われる。紡績業はすペて工場  
生産である。織物業は全製造戸数13，766戸，従事者数18，877人で，工場の占めるウェイト  
は僅かに0．09％，0．43％にすぎか、。1製造所の平均従事者数1．4人という零細規模での  
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第10表 工場のウェ．イト  
（明治30年）  
金 製 適 所   工  場   工場のウェイト   平 均 従 事 者 赦  
製造戸数  従事者敷  工場数  ♯エ赦  エ絹鼓  ■工数  全製造所  工  場  そ の他   
人   人   ％   ％   人   人  ′  
製  糸  1．262  21                   1，481  1．7  70，5  
紡  績   10  8，252   10  8、252  100．0  100．0  825．2  825．2  
織  物  13．766  18．877   13 818  0．09  0．43  1．4  82．9  1．3   
陶  器   87  443   0   0  0   0   5．1  5．1   
煉  瓦   18  229   4  120  22．2  52．4  12．7  30．0  9．2   
マ  ッ  チ   5  150   4  146  80．0  97．3  30．0  36．5  6．0   
和  紙  860  34  0．12  34．0  
刻  煙  草  259  1．554   9  143  13．5  9．2   6．0  15．9  5．6   
砂  糖  鱒6  0   0  0   0  
素  麺  269  0   0  0   0  
樺  話   13  118   3   92  23．l  78．0   9．1  3p．7  2．6   
清  酒  475  5．157   44  0．21  0．85  10．9  44．0  10．8   
醤  油  535  1．408   0   0  0   0   2．・8  2．6   
菜  種  油  304  0   0  0   0  
生  蝋  200  0   0  0  0  
漆  器   15   26   0   0  0   0   1．7  1．7   
畳表及共産  4，025  8．080   
183  3．2  ・ （183        2．0      ♯出向花慈  299  5．657   5，115 5，115  4．2 6l．2  37．2 90．4   16．9  28．0 28．0  2．1 4．7）   
蘭  製  品   101  6（嶋   0   0  0   0   6．0  6．0   
麦樽真田紐  12，453  3ユ，262   7  256  0．06  0．82  2．5  36．6  2．5   
足  袋  23！I  1．325   12  0．42  0．91  5．5  12．0  5．5   
註1）r第20回岡山県農商工年報Jならびに第1表と同一書より作成．  
2）（）内は耐蓬工場をすべて輸出向花慈工場とみをした場合である．  
生産が支配的である。化学部門では陶器は87戸－443人であるが，すべて1b人未満である。  
1製造所平均5．1人という小規模生産である。煉瓦は18戸－229人で，うち工場の占めるウ  
ェイトは22．2％，52．49るである。全体での平均は12．7人であるが，工場は30人，それ以外  
は9．2人となる。マッチは5戸－150人で，うちエ壌は4工場－146人である。工場以外の  
1製造所は従事者6人で，4工場の平均36．5人と大きな差がある。煉瓦・マッチは工場生  
産が大きなウェイトを占めている。和紙は工場のウェイトはきわめて小さい。飲食物部門  
では砂糖，素極，醤油には工場は全くをく，平均6人，9．1人，2．6人の規模での製造であ  
る一。清酒の1工場，刻煙草の7工場はそれぞれの全製造戸数中のウェイトは小さい0ここ  
では権葡が製造戸数中の23．1％，全従事者数中の78％を工場が占め，工場生産が中心とな  
っている。雑工業部門であるが，菜種油，生蝋，漆器，蘭製品はいずれも工場がか）。麦  
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第11表 全国・岡山県工場部門別構成  
全  国  
工  場  数   
1工場あた  
職   工   数   り職工数         工 場  職 工   
人  ％   人   ％  ％  染  織   ％                    3，579（2，037 65．9）  222，078（33，150 14．9）  61．7  50．9  51．8   
機械器具   401（212 52．9）  22，514（21，780 96．7）  56．1   5．7  5．2   
化  学   808（148 18．3）  36，333（21，013’57．8）  45．0  11．4  8．5   
飲食物   3，161（213 20．0）  50．092（23，585 47．1）  43．1  16．4  11．7   
稚  690（138  4．6）  25．827（15，574 60．3）  37．4   9．8  ．0   
特  別   413（255  8．5）  72、006（61，373 85．2）  174．3   5．8  16．8  
合 計    7．070（3，003 42．5）  428，850（176，475 41．2）  60．7  100．0  100．0   
主  
要 個  1．3  14．7  
別  
門   2．6  
註1）r明治31年全国工場統計表Jより作成．   
2）（）内は第2秦荘3）と同じ．  
押真田紐，足袋には7工場，1工場の工場があるが，全製造戸数のウェイトは微々たるも  
のである。1製造所平均2．5人，5．5人という小規模生産である。この部門では蘭蓮工場が  
183あるが，これをすべて輸出向花蓬工場とすると，この輸出向花延は工場が全製造所中  
の61．2％，従事者数中の90．4％を占めるのであり，工場生産が支配的である。   
以上によってあきらかをごとく，工場のウェイトの大きいのは紡績，輸出向花蓬と煉瓦，  
マッチ，権詣である。これらのうち煉瓦，マッチ，縁語はいずれも全製造所が少をいをか  
での′ト工場であり，しかも原動機を使用するものは煉瓦，権詣に各1工場あるのみで，マ  
ニュファクチュア生産である。花蓬は製造所299，その従事者5，657人という多数のなかで  
の工場数61．4％，職工数90．4％というたかさであり，ここは工場生産が支配的である。し  
かしこの花芽には原動機使用工場はひとつもをく，いずれも手織機使用のマニュファクチ  
ュアである。この花蓮製造はマニュファクチュア生産が支配的なのである。紡績であるが  
ここはすべて機械制工場である。ひとりこの紡績業のみ工場制工業として確立しているの   
である。  
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（明治31年）  
岡  山  県   
1工場あた  
工  場  数   
職   工   数   り職工数       工 場  職 工   
％   人  ％   人   ％  ％   
仙44（ 31 70．5）  7，975（1，448 18．2）  181．3  16．5  52．8   
8（ 0  0）  178（ 178100．0）  22．3   3．   1．2   
14（ 3 21．4）  453（ 302 66．7）  32．4   5．2  3．0   
22（ 7 31．8）  433（ 247 57．0）  19．7   8．2  2．9   
160（ 2 0．13）  3，・885（・1，545 39．8）  24．3  59．9  25．3   
19（10 52．6）  2．173（i，595 73．4）  114．7   7．1  14．4  
267（ 53 19．9）  15，097（5．315 35．2）  56．5  1．00．0  100．0   
20（ 20100．0）  1，457（ 77 5・3）  72．9   7．5 5．3   
8（ 81000）  5．556（1，272 22．9）  694．5   3 0  22．9   
12（ 1 8．3）  823（  66  8．0）  68．6   4．5  8．0   
147（ 0  0）  3，606（1，428 39．6）  24．5  55．1  23．9  
4．明治30年岡山県工業構成の特徴  
以上，明治30年の岡山県における工場の存在状況と工業形態をみてきたが，最後に，こ  
の岡山県の工業構成の特級を全国の工業構成との比較のうちに示しておこう。   
明治30年の岡山県の工業の部門別構成は同じ岡山県の後年のそれと比較して一定の特異  
性をもっていることをみてきたが，この年の岡山県の工業構成は全国のそれと比較すると  
かなり著しい特徴をもつものとなっている。第11表はr明治31年全国工場統計表j によっ  
て岡山県と全国の工場の部門別構成を示したものである（明治30年については，この年を  
対象とする r第14次農商務統計表Jにも「工場」統計欄がをいので作成できない）。岡山  
県は染織が工場数においてウェイトの小さいこと，雑工業が工場数・職工数のいずれにお  
いてもきわめて大きいことをみることができる。染織のウェイトの小ささは，全国ではか  
なりのウェイトを占める製糸，織物の′トささによる。製糸，織物は職工数においても小さ  
いが，それにもかかわらず染織部門としては職工中のウェイトは全国のそれをうわまわっ  
ているのは紡績の大きさによるところが大きいであろう。染織部門は1工場あたり職工数  
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は全国のそれをはるかにうわまわるものとなっている。製糸，織物の展開がみられず，染  
織部門ではひとり紡績のウェイトがたかいことがひとつの特徴である。   
雑工業のウェイトのたかさは花延の展開による。全工場の55．1％，全職工の23．9％を占  
める。1工場あたり24．5人というマニュファクチュアが多数存在していて，これが雉工業   
のウェイトを異常ともいえるたかさとしているのである。   
他方，機械器具，化学は工場数も少なく，1工場あたり職工数が全国のそれより′j、さい  
というように展開がみられない。工場数において，そして職工数においていっそうのこと  
全国構成におけるウェイトよりはるかに小さい。   
以上の結果として，工業生産を染織，食料品，雑工業を軽工業，機械器具，化学，特別  
を重化学工業として，軽工菓，重化学工業別のウェイトをみると，全国は軽工業のウェイ  
トは工場数において77．1％，職工数において69．5％であるとき，岡山県の場合は，それぞ  
れ84．6％，81％となり，軽工業のウェイトはいっそうたかいのである。岡山県はその後も  
軽工業のウェイトがたかい県で，例えば㌻昭和9年工業統計表j により同年の軽工業・重  
化学工業別構成を全国と岡山県についてみると（金属，機械器具，化学，窯業を重化学工  
業，紡績，食料品，製材及木製品，印刷及製本を軽工業とした），全国の軽工業のウェイト  
は工場数において70．1％，職工数において64．1％，生産額において50％であるのに対して，  
岡山県はそれぞれ83．2％，73．9％，75．1％となっていて軽工業のウェイトはかをりたかく，  
一貫して軽工業的様相を呈するのであるが，しかし明治30年は雉工業の異常なウェイトの  
たかさによって軽工業のウェイトがたかくなっているところに，その著しい特徴があるの   
である。   
この全国構成との比較においても岡山県工業が一方には機械制大紡績工場が蛇立してい  
て，これが唯一の近代工場の様相を呈しているとともに，多数の花蓮マニュファクチュア  
が族生・展開しているところに明治30年の岡山県工業の特徴があることを改めて確認する  
ことができるのである。  
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